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個票 1 地形改変に当たっての可能な限りの現地形の維持  

〔海 1(1)①1-1、海 2(1)①1-1、海 2(2)①1-1、海 2(2)②1-1〕 

(２０１０年作成) 

配慮の視点  生態系の多様性への配慮 

 

配 慮

項目 

生き物の生息・生育空間となる多様 

な自然とそのつながりの保全・創出 

種の多様性への配慮 野生生物の保護・保全 

野生生物の生息・生育環境の保全・

創出 

配慮事項 生物の生息・生育空間の広さ・形状の確保・適正化 

希少種の保全 

多様な緑地などの保全・創出 

多様な水辺環境の保全・創出 

配慮事例 地形改変に当たっての可能な限りの現地形の維持・復元・創出 

生息・生育環境の改変を最小限に留める工法、構造の採用 

内

容 

●地形改変に当たっての可能な限りの現地形の維持 

【解説】 

可能な限り改変面積を小さくするなど、現地形の保全に努めることは、在来種の

保全や野生生物の生息・生育環境及び移動空間の確保につながります。 

【具体的な工法・配慮事項】 

海岸域の利用タイプおよび海岸整備にあたっての重要な配慮事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：1 

 

 

 

 

 

 

① 海岸や海域の異なる環境を様々生物が利用することで、生物の多様性

が維持されています。 

② 地形改変を伴う事業を実施する際には、保全対象を明確にし、構想・

計画段階で影響の回避や低減を検討し、適切な工法・構造を採用する

ことが望まれます。 
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【事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2 

留

意

点 

 

参考資料 1 「自然共生型海岸づくりの手引き」農林水産省農村振興局・農林水産省

水産庁・国土交通省港湾局・国土交通省河川局 

2 「徳島県公共事業環境配慮指針ガイドブック」徳島県 

 

【場所】 
今切港旭野地区浚渫工事（徳島市） 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
・ 徳島市小松海岸の港湾浚渫工事に

おいて、希少植物であるビロードテ
ンツキの自生地があることが分か
った。 

・ 自生地は海浜の砂浜であり、他にも
希少種が存在する可能性があった。 

・ このため、工事用道路や土砂置き場
等をできるだけ自生地にかからな
いように設定し、ビロードテンツキ
や他の希少種の工事による個体数
の減少を避けた。 


